
宅
患
者
の
収
容
を
含
め
た
無
ラ
イ
県
運
動
へ
と
進
む
。
だ
が
、
そ
こ
で

は
病
の
伝
染
力
が
必
要
以
上
に
誇
張
さ
れ
、
人
々
の
恐
怖
心
を
利
用
し

た
強
制
収
容
の
か
た
ち
が
と
ら
れ
た
。
患
者
の
人
権
を
無
視
し
た
療
養

所
生
活
は
戦
後
ま
で
つ
づ
き
、
今
日
で
も
隔
離
に
よ
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病

を
撲
滅
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
策
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
退
所
者
に
対
す

る
保
障
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

著
者
は
近
現
代
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
、
一
九
○
七
年
の

「
ら
い
予
防
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
か
ら
一
九
三
一
年
公
布
の
「
ら

い
予
防
法
」
、
さ
ら
に
は
一
九
五
三
年
の
「
ら
い
予
防
法
改
正
」
の
成
立

に
至
る
国
会
で
の
審
議
過
程
を
議
事
録
な
ど
に
よ
っ
て
詳
細
に
あ
と
づ

け
、
そ
の
当
時
の
状
況
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
て
い
る
。
委
員
ら
の

質
疑
応
答
・
証
言
を
巧
み
に
挿
入
し
、
臨
場
感
の
あ
ふ
れ
た
も
の
に
し

て
い
る
が
、
さ
ら
に
興
味
を
持
っ
て
読
め
る
も
の
に
す
る
に
は
、
そ
れ

ら
法
律
に
裏
付
け
ら
れ
た
医
療
・
衛
生
行
政
が
患
者
に
何
を
も
た
ら
し
、

ど
ん
な
意
味
が
新
た
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
患
者
側
（
患

者
を
出
し
た
家
族
や
村
を
含
む
）
の
史
料
あ
る
い
は
マ
ス
コ
ミ
の
記
事
な

ど
を
も
っ
て
、
患
者
や
家
族
の
生
活
を
浮
き
彫
り
に
し
た
章
節
が
加
え

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
救
ラ
イ
事
業
が
皇
室
の
慈
恵
的
性
格
を
帯
び
、
天
皇
制
護
持

の
一
翼
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
者
の
断
種
が
日
本
民

族
の
浄
化
を
め
ざ
す
優
生
政
策
に
結
び
つ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
な
ど
の
点
に
つ
い
て
は
、
藤
野
豊
著
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
医
療
」

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
一
月
刊
、
六
七
○
○
円
）
が
意
欲
的
に
取
組
ん

で
お
り
、
癩
の
社
会
的
な
意
味
と
患
者
の
生
活
に
ふ
れ
た
沢
野
雅
樹
著

本
書
の
最
初
に
書
か
れ
て
い
る
「
は
じ
め
に
」
を
読
ん
で
み
る
と
、

本
書
の
成
り
立
ち
、
す
な
わ
ち
著
者
が
幼
少
の
時
代
か
ら
い
か
に
歴
史

の
重
要
性
に
興
味
を
覚
え
る
環
境
に
育
っ
た
か
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
環
境
が
い
か
に
良
く
て
も
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
態
勢
が

整
わ
な
け
れ
ば
単
な
る
あ
だ
花
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
著
者
は
こ
れ
ら

を
う
け
る
意
欲
と
人
一
倍
の
向
学
心
が
あ
っ
た
た
め
、
立
派
に
開
花
す

る
結
果
と
な
っ
た
。
医
学
生
時
代
か
ら
医
史
学
に
興
味
を
覚
え
、
整
形

外
科
を
専
門
と
し
て
か
ら
は
、
該
科
と
郷
里
の
新
潟
関
係
の
医
学
の
歴

史
に
は
特
に
意
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
数
々
の
著
書
や
論
文
を
出
さ

れ
た
こ
と
は
人
皆
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
は
著
書
名
が
「
覚
書
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
内
容
は

十
八
項
目
、
百
六
十
余
篇
の
「
お
ぼ
え
が
き
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

「
癩
者
の
生
」
（
青
弓
社
、
一
九
九
四
年
一
月
刊
、
二
六
七
八
円
）
も
刊
行
さ

れ
て
い
る
の
で
併
読
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。
い
ず
れ
の
書
も
た
い
へ
ん

な
労
作
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
者

の
実
態
だ
け
で
な
く
、
近
現
代
に
お
け
る
医
療
政
策
の
立
案
過
程
と
基

本
姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
る
。（
新
村
拓
）

〔
東
京
大
学
出
版
会
・
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
’
三
’
一
束
大
構
内
、
○
三

’
三
八
二
’
八
八
一
四
、
一
九
九
三
年
一
二
月
刊
、
Ａ
５
判
、
三
五
六

頁
、
八
七
五
五
円
〕

蒲
原
宏
著
『
新
潟
県
医
学
史
覚
害
』
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項
目
の
区
別
は
必
ず
し
も
画
然
と
し
て
は
い
な
い
が
、
読
み
や
す
く
す

る
た
め
の
分
類
と
思
わ
れ
る
。
「
あ
と
が
き
」
を
読
む
と
過
去
四
十
数
年

に
わ
た
っ
て
、
四
百
篇
の
論
文
を
書
い
た
と
い
う
か
ら
、
明
日
に
で
も

も
う
二
冊
の
「
新
覚
書
」
が
刊
行
可
能
の
計
算
と
な
る
。

内
容
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
き
わ
め
て
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
「
書

籍
」
と
し
て
は
有
名
書
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
惜
し
く
も
散
逸
し
て
し
ま
っ

た
無
名
害
。
「
人
物
」
は
も
ち
ろ
ん
医
師
が
大
部
分
だ
が
、
日
本
人
、
外

国
人
、
有
名
人
、
無
名
人
、
さ
ら
に
医
師
の
名
簿
と
し
て
門
人
録
、
門

籍
録
、
門
下
生
、
人
名
録
等
が
幅
広
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
病
気
」
と

し
て
は
地
方
病
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
、
く
る
病
、
梅
毒
、
疫
病
、
コ
レ
ラ
、

腸
チ
フ
ス
、
赤
痢
、
精
神
病
、
種
痘
な
ど
。
「
病
院
」
と
し
て
は
施
薬
院
、

狂
疾
院
。
「
薬
」
と
し
て
は
目
薬
、
毒
消
し
、
熊
の
胆
、
ほ
れ
つ
ぎ
の
薬
、

採
薬
な
ど
。
「
碑
」
と
し
て
は
石
碑
、
墓
碑
、
筆
塚
な
ど
。
さ
ら
に
医
学

教
育
、
医
療
事
故
、
法
律
、
診
断
書
、
免
許
証
、
法
度
害
、
戊
辰
戦
争

ほ
か
多
数
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
我
々
の
周
囲
に
あ
っ
て
も
、
つ
い
見
過
ご
さ
れ

や
す
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
著
者
は
足
を
も
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
場

所
を
訪
れ
、
眼
と
ペ
ン
を
も
っ
て
確
実
に
捕
ら
え
「
覚
書
」
と
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
図
書
館
や
公
文
書
館
へ
通
う
の
も
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

し
か
も
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
国
外
出
張
も
敢
え
て
辞
さ
な
い
。
私
は

か
っ
て
著
者
か
ら
、
ほ
ん
の
数
行
の
史
実
を
調
査
す
る
た
め
だ
け
に
ロ

ン
ド
ン
ま
で
い
っ
て
き
た
と
聞
い
て
た
だ
た
だ
驚
き
い
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
公
私
と
も
に
多
忙
を
極
め
る
彼
が
ど
う
し
て
可
能
か
と
疑
っ
た
。

本
書
は
新
潟
県
だ
け
の
も
の
に
特
定
し
て
い
る
が
、
決
し
て
一
地
方

本
書
は
「
歯
の
風
俗
史
」
で
は
な
く
、
「
歯
の
風
俗
誌
」
で
あ
る
。
手

許
に
あ
る
辞
書
を
み
る
と
史
は
文
書
ま
た
は
歴
史
、
誌
は
書
き
残
す
記

録
、
風
俗
は
そ
の
社
会
の
衣
食
住
な
ど
の
な
ら
わ
し
、
風
習
と
あ
る
。

本
害
の
内
容
を
み
る
と
、
第
一
話
歯
に
ま
つ
わ
る
民
俗
風
習
、
第

二
話
わ
が
国
の
お
歯
黒
文
化
と
あ
る
が
、
第
三
話
は
入
れ
歯
の
史
話
、

第
四
話
日
本
に
お
け
る
歯
磨
き
の
歴
史
、
第
五
話
歯
吹
如
来
像
の

謎
、
第
六
話
歯
の
字
の
話
、
第
七
話
近
代
歯
科
医
学
の
先
覚
者
か

ら
な
っ
て
い
る
。

歯
に
宝
石
を
飾
る
マ
ヤ
族
の
風
習
、
生
き
た
歯
を
抜
く
風
習
（
欠
歯
）
、

生
歯
を
削
っ
た
風
俗
や
日
本
の
お
歯
黒
文
化
で
、
お
歯
黒
の
起
源
、
男

子
の
お
歯
黒
、
江
戸
の
女
子
お
歯
黒
の
風
俗
か
ら
日
本
文
学
の
古
典
に

み
ら
れ
る
お
歯
黒
の
話
な
ど
歯
に
ま
つ
わ
る
古
今
東
西
の
歴
史
秘
話
か

ら
書
き
起
こ
し
、
次
い
で
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
没
し
た
柳
生
飛

騨
守
宗
冬
の
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
木
床
上
下
顎
総
入
れ
歯
が
端
緒
と
な

り
、
当
時
瀧
澤
馬
琴
、
杉
田
玄
白
、
本
居
宣
長
ら
が
実
際
に
使
用
し
て

の
も
の
で
な
く
、
全
国
に
共
通
す
る
話
題
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に

ひ
き
続
い
て
、
第
二
、
第
三
の
「
覚
書
」
を
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
希
望

す
る
。

（
大
滝
紀
雄
）

〔
新
潟
雪
書
房
・
新
潟
市
浦
山
三
’
一
’
二
八
、
電
話
○
二
五
’
二
六
七
’

九
二
○
五
、
Ａ
５
判
三
三
○
頁
、
二
五
○
○
円
〕

長
谷
川
正
康
著
『
歯
の
風
俗
誌
」
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